
(12月上旬号)

12月のメモ
1日目保険税1z月分納期

モーターボー ト第1節
8自由モーターボー ト第t節

県下一周駅伝競走大村市予選

(大付~本野)14時-16時
12臼zνコードコ γサート(中央公民

館)18時-zo時
15日z花菊の研究会〈中央公民舘〉

固定資産税4期分納期

(矛338号)
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昭和 H年12月1日

〈昭和33年4月H日第さ縄場便物認可〉

12月の実弾射撃

陸上自衛隊大村部隊で実施する実弾

射撃の 12月実施場所および 日裡は

つぎのとおりです。

実施場所 z 池田射撃場

実施日程m:1日-8日 10日---15日

17日-Z3日 (庶務課)
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各
実
行
組
窓
口
畏
を
経
由
し
て
一

A
申
請
書
の
提
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先

資
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の
あ
る
也
槽
へ
配
布
し
ま
一
大
村
市
鰻
業
委
員
会
{
市
役
所

す
が
、
配
布
も
れ
や
、
資
格
が
一
内
)

あ
っ
て
実
行
組
合
に
加
入
し
て
一
な
お
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
と

お
ら
れ
な
い
世
帯
は
、
週
挙
管
一
と
は
選
挙
管
酒
委
員
会
事
濁
局
へ

理
寮
員
会
事
務
局
ま
た
は
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一
お
た
づ
ね
え
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さ
い
。
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一て
よ
く
、
ご
眠
-L大
果
で
果
皮
付
前
六
力
局
ぐ
り
い
ま
で
に
出
川

一が
厚
く
、
太
り
過
ぎ
て
商
品
位
ま
せ
て
お
く
の
が
理
組
で
す
。
川
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門

み

か

ん

】

部

下

さ

せ

る

の

で

、

市

栂

凶

揖

す

る

有

機

躍

、

樹

ω
…

…
普
通
温
州
で
定
収
か
く
レ

一荷

ω場
曾
は
緊
急
、

-
週
震
列
の
も

ω語
い

、

長

…

一
で
い
な
い
も
の
は
、
浮
皮
県
を
聞
け
外
貯
蔵
会

υ亡
出
荷
す
る
に
入
れ
る
こ
と
ヂ
、
、
少
レ
ず
…

叩
少
な
く
す
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た
め
と
、
樹

ω恢
ょ
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，
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U
ま

υょ
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.

つ
入
れ
て
層
を
多
く
し
ま
す
.
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宮
室
め
る
た
め
に
百
車
一
み
か
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の
室
、
冬
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聞
も
・
ま
た
酸
世
話
和
と
・
苦
主
忠

一
く
肢
か
く
選
る
よ
う

Eま
秋
O
一
語
議
官
ほ
が
ら
活
給
の
た
め
、
各
理
主
熔
成
川

町
じ
よ
う
。
貯
蔵
用
品
と
く
に
亡
却
を
柄
げ
て
い
ま
す
。
燐
肥
唱
、

苦
エ
石
氏
佐
取
市
レ
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町
い
ね
い
に
取
り
扱
い
舗
を
つ
け
冬
の
乾
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と
寒
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位
防
ぎ
、
観
て
埋
肢
レ
亡
お
き
ま
レ
ょ
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な
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所
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開

業
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医

師
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十
二
月
十
三
日
市
保
険
衛
生
採
な
お
保
険
析
で
は
宋
注
射
犬
や

本
軍
事
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ひ
か
え
、
十
二
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励
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行
な
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み
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が
明
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一口
っ
て
お
り
ま
す

月
一
思
ら
「
歳
未
た
ず
げ
あ
い
志
正
月
を
迎
え
よ
う
と
い
う
も
の

一度
崎
県
行
政
書
士
鼠
験
者
つ
ぎ
の
長
崎
県
で
は
中
小
企
業
従
費
し
ま
す
O
で
ご
希
量
の
か
た
は
乙
三
十
八
事
月
題
さ
れ
る
九
州
時
閣
は
十
三
時
一
ニ
十
分
十
五
の
で
発
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さ
れ
た
か
た
は
、
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保
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て
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佐
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収
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験
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一

知
事
が
認
め
た
も
の
。

な

お

市

の

消

防

本

部

で

は

二

十

也

一

ト

ラ

ン

ペ

ッ
ト

特

集

な

り

ま

す

。

日
か
ら
二
十
九
日
ま
宜
出
カ
l
一ム

受

験

料

日

五

百

円

マ

イ

ブ

ル

l
へ
ブ
ン

に
長
り
市
内
全
般
に
防
火
宣
伝

一

な
お
く
わ
し
い
乙
と
は
大
村
市
、
ペ
サ
メ
ム

l
チ
ョ

柔
晦
レ
ま
レ
た
。
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=
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な
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レ
て

火
を
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う
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ま
す
一

感
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恋
の
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語

の
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災
の

予

防
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つ
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十

ピ
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調
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楽
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選
奉
人
名
簿
を
調
製

受
付
け
は
十
二
月
一

定価 一 部 五円

毎
年
十
一
一月
一
日
現
在
で
調
製

す
る
大
村
市
農
瀧
蜜
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
登
録
A

申請
書
の
受
付

げ
老
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く

申
請
レ
て
/
ゐ
~
さ
パ。

と
く
に
来
年
は
伍
岡
崎
了
じ
よ

る
蜜
員
週
単
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
乙
の
週
挙
に
は
こ
の
名

簿
だ
げ
が
使
用
さ
れ
、
補
完
名
簿

の
調
製
は
い
た
レ
ま
ぜ
ん
の
で
念

の
た
め
申
し
そ
え
ま
す
。

ム
資
格
を
有
ず
る
者

大
村
市
民
誕
賓
員
会
の
区
誠
仁

住
所
を
有
す
る
替
で
、

つ
ぎ
に

眼
当
ず
る
智

①
一
反
歩
以
土
の
耕
作
の
業
務

を
営
む
者
お
よ
び
同
居
の
親
一

子
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

)

族
ま
に
は
そ
り
配
偶
者
で
、

一

②
閉
和
十
八
年
三
月
六
日
ま
で

一
年
聞
に
お
お
む
ね
六
十
日

一

に
生
れ
た
者

以
に
耕
作
の
業
務
じ
従
事
ず

一ム
申
商
期
間

十
二
月
-
日
か
ら

る
者
(
内
縁
坦
係
の
費
や
養
一
十
二
月
五
日
ま
で
申
請
書
用
紙

み
ん
な
で
明
る
い
必
正
月
を

行
政
書
士
の
試
験
が

新年の名刺交換会

恒例。新年名刺交換金をつぎのとおり行い支す

参加を希望されるかたは会費zoo円をそえて、n
月15日までに市の成局課へ申込みください。

A 日時z唱和四年 1月1日 午前11時

A 場所z大付市中央公民指 〈庶務課〉

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
じ
ま
る

行
わ
れ
ま
す

中
小
企
業
従
業
員
住
宅
建
設
の

説
明
会
を
開
催

火
災
防
止
講
習
会

団
員
削

名
が
参
加

(庶
務
陳
)

母
子
検
診
の
中
止

十
三
月
五
日
の
三
浦
・
竹
松
、

十
二
日
の
松
原
、
鈴
田
の
母
子
検

診
は
、
申
止
レ
ま
す
。

{
保
険
衛
体
諌
)

は
い
‘さ
ら
に

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

大
村
市
連
官
婦
人
会
で
は
、
鮪

婚
改
善
の

一
端
と
レ
亡
、
早
く
か

ら
式
服
を
貸
衣
裳
ζ

レ
て
利
用

υ

て
い
た
だ
き
一
般

ω万
か
今
寄
r
〕

ば
れ
亡
い
ま
レ
厄
が
、
今
度
新
ら

園
躍
債
券
の
噴
額
。
九
剖
温
度

し
く
モ
ー
ニ
ン
グ
後
ゴ
な
え
じ
利

で
す。

『た
だ
し
生
業
資
逮
は

昭
和
，二
十
七
.
中
度
婦
二
回
狂
犬
用
し
て
い
た
尼
く
こ
こ
に
い
に

υ

干
円
未
澗
叫
り
f
亡
J

貸
は
金

病
予
防
庄
射
は
十
月

r六
日
C
絡
ま
レ
た
ゆ

一
回
の
健
用
料
は
千

α

の
を
調
。は
申
込
み
の
翌
弓
巾
回

了
レ
ま
レ
た
が
、
ま
芯
未
登
録
、
百
円
で
す
。
く
わ
レ
い
こ
と
は
持

と
な
り
ま
す
。

宋
佳
討
の
犬
が
相
当
J
?
数
い
る
ぷ
地
区
の
婦
人
会
長
じ
お
た
ず
ね
く

{届
祉
事
務
-ぢ

う
で
す
。
未
登
録
禾
直
射
犬
の
銅
だ
さ
い
.

f
i
t
-
-
L
1
7・i
』

?

育

者

ωた
め
に
、
つ
ぎ
コ
と
お
り

(教
育
姿
員
会
)

ソ
l
ク
の
ニ
回
目
を
登
録
、
予
昭
出
射
を
吋
は
っ
て
い

ま
ザ
の

σ、
早
急
じ
完
了
レ
て
く

実

施

流

質

物

を

公

売

だ
さ
い
。

ソ
l
ク
ワ
ク
チ
ン
(
注
射
}

に

ム

登

録

場

所

お

よ

は

時

凋

公

益
質
屋
C
は
十
二
月
十
九
日

よ
る
小
児
マ
ヒ
の
子
関
曜
鴎
佐
行
市
保
陸
衛
宝
謀
、
信
仇
び
各
A
張
流
質
物
を
公
売
レ
ま
す
。
場
所
そ

い
ま
す
。
乙
れ
は
さ
る
十

一
月
下

所
(
土
咽
同
刀
午
債
と
け
閣
H
の
他
/¥
わ
レ

ρ
乙
と
は
ャ
二
月
十

八

凸

申

込

期

限

旬

に

実

施

レ

た

予

防

注

射

の

ニ
回

は
除
き
ま
ず
二
毎
同
八
時
三

日
号
ゼ
お
知
ら
せ
し
ま
ず
が
本
信

更
生
資
金
は
十
二
月
十
日
か
ら
目
の
も
の
で
、
実
踊
醤
領
は
コ
ぎ
十
分
よ
り
十
七
時
ま
で

一
月
以
降
に
流
質
明
限
が
経
過
レ

十
五
日
ま
で
。
最
鯵
凶
は
柑
年
の
と
お
り
で
す
。

八日
予
防
庄
射
実
施
場
所
お
よ
ひ
日
て
い
る
入
賞
物
を
持

1
J

て
お
ら
れ

一一
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
で
な
お
、

今
凶
は
個
人
通
知
公
い
た

町
時

る

か

た

ぜ

い

そ

い

σ質
受
は
さ
れ

ず。

し
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
幌
国

υ

刊

大

円

市

営

屠

勘

る

よ

う

お

咽

い
し
ま
す
。

生
業
資
金
峰
毎
月
十
日
か
ら
ニ
て
く
だ
さ
い
。

(毎
週
月
水
金

ω十
二
時
よ

(砲
祉
事
務
例
}

十

日

ま

で

。

最

終

凶

ほ

明

年

ニ

ム

日

と

乙

ろ

り

十

回

時

ま

で

}

ム

申

し

込

み

に

必

要

な
も
の

印
か
ん
、
国
躍
債
券

狂
犬
病
の
予
防
注
射

モ結
l 婚
二改
ン善
ゲ貸
を衣
新裳
嗣 Hζ

を
犬
の
飼
育
者
へ



(二)

ド数は五十床

(才338号)

市立病院新病棟完成

りよ大村市政だ

市
立
病
院
で
は
、
近
年
入
院

恩

ム

融

資

の

対

象

共

同
利
用
者
と
も
な
う
共
同
作
川

者
が
急
JL
増
え
市
民
の
皆
様
じ
大

盤
整
経
営
近
代
化
資
金
融
資
の

業
方
式
に
よ
り
改
善
す
る
と
と
…

変
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

対
象
は
農
業
経
世
の
協
業
化
を

は

を

い
う
。

そ

こ

で

本

軍

六

月

病

陳

の

増

築

に

か

ろ
う
と
す
る
五
人
以
主
の
礎
業

ω農
業
者
等
と
は
農
業
経
営
の
協
…
一
結
核
検
診
を
つ
ぎ
の
日
開
で
実

着
ご

、
十

一
月
二
十
日
そ
の
完一

と
の
制
度
は
艶
家

ω個
々
別
々

業
所
得
の
増
大
を
計
り
生
活
を
豊
富

(任
意
回
答
含
む
)
と
レ
、

業
化
を
は
か
ろ

F

っ
と
す
る
五
人
…
一
価
レ
ま
ず
。

成
式
含
行
い
ま
レ
た
。
一
の
経
営
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
に
す
る
た
明
昭
和
三
十
六
年
度
法
人
格
を
有
す
る
団
体
お
よ
び
個
以
上
の
農
業
者
を
い
う
。

心
該
当
殺
に
は
、
個
人
種
知
を
い
た

乙
の
虫
卵
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l
一
の
実
態
L
適
合
し
た
合
理
的
な
協
よ
り
昭
相
四
「
年
度
毛
県
内
の
人
位
対
集
と
じ
な
い
。

ω貸
付
限
魔
閉
じ
つ
い
亡
は
事
業
一
一
し
ま
す
め
で
い
そ
が
し
い
で
し
ょ

ト
遺
り
案
建
、
塁
手
九
平
一奪
還
謹
げ
る
と
と
を
目
的
と
震
関
係
の
融
資
機
関
の
協
力
の

ω協
業
化
と
は
践
業
経
営
そ
全
面

に

要

す
る
経
費
の
八
割
(
土
地
一
一
う
か
も
れ
な
く
受
齢
し
て
く
だ
さ

方
米
で
、
新
レ
い
合
理
的
な
鞍
計
一
ず
る
も
の
?
ず
。

も
と
に
長
一
期
で
低
利
の
施
融
資
金
共
同
蝉
営
、
部
門
共
同
経
営
、
建
物
に
つ
い
て
は
五
十
万
円
)
一
一
ぃ
。

校
院
す
る
人
々
の
安
静
と
治
療
一
ま
た
こ
の
協
業
化
に
よ
っ
て
農

の
融
雲

行

っ
て
い
ま
す

。

農

業

施
設
の
共
同
利
用

ま

た

は

以
内
と
す
る。

(農
林
牒
)
一
一
ム
骸
当
者

章
一
に
考
慮
ぎ
を
い
ま
す
。

一三

ZE--JE--LEt--2z-2=・
zzari-----SEEM--=-ZE--JEt--WEir--EEL--zz主
三
主

J
=
J
:
:i

i

.

i

;
ι

亨
才
以
堂
上
の

2もの
宅
で
、
学
護
校
や
喜事

例
え
ば
霊
婦
望
室
よ
奇
り
見
塁
透

ggる

一業
南
等
で
集
団
震
検
診
雲
冶
受
誇
け
る
急も

よ

考

ろ

に

努

ガ

ラ

支

ス

頓

習

り

の

，

完

完

室

、

白

川

県

で
は
乳
牛

一の
を
験
き
ま
す
。

宋
熟
児
室
、
新
策
室
な
ど
や
、

日
リ

…
の
結
核
お
よ
び
一
ム
料
金

六
人
部
昼
、
二
人
部
屋
な
ど
土

多

一

ブ

ル

セ
ラ
病
の

一密

で
す
。

室
五
十
床
が
あ
り
、
各
ベ
ッ
ド
に

を

病
…
予
防
、
ま
ん
延
一

九
そ
の
他

差
益
が
取
り
つ
げ
ら
れ
て
い

断

一ス

を
防
止
す
る
た

F
3や
ホ
ッ
ク
の
な

刊
下
着
で

ま
ず
。
総
工
費
平
二
十
一
一
万
円

診

け

め

定

期
検
査
を

.あ
れ
ば
、
そ
の
き

受

診
で
き、

(市
立
病
院
)

蓑

ブ

川

つ

ぎ
の
要
領
で
留
は
か
ら
ま
せ
ん
。

E
ト
…
露
し
ま
す
・

(長

衛

義

1

1

・

引

結
い
も
れ
な
く
検

河

川

一

査
を
受
げ
て
く

|

'
 

レ

川

だ

さ
い。

認
ぜ

Jてjツ

人
権
週
間
(
十
二
月
四
日
i
十
二
月
十
日
)

よ
い
社
会

〈毎月1.日11.日刊日発行)

37年之1ιさ)

各
は
ガ
ゼ
が
は
や
り
ま
す

農
業
資
金
の
作
り
方

門
長
崎
県
農
業
経
営
近
代
化
資
金
】

検査時間参集 区 域

9.30-11.30 松尾開妬

14.00-16.00 大多武開拓

9.30--11.30 雄ケ原開拓

14.00-16.00 横山 H

14.00-16.00蔭平(鈴田〕

10.00-12.00 三浦

14.00-16.仰 木場赤佐古

9.3U-ll.30 萱瀬全域

14 .00-16 .00 前舟津

9.30-11.30 岩怯

9.00、11.00 日焼

14.00-16.00 平小JfI

9. 3 0-11. 3 0 今宮

9.30-11.30 寿古

9.30-11.30 松原

9.30-11.30 黒田

930-11.30 竹松中央

判定期日

a 7日

13日

14日

15日

ZO日

8日

21a 

zz日

11日

12日

13日

19日

20日

検査期日

1z月4日

5日

10日

11日

i2日

17日

38年

1月 B日

g日

10日

16日

11日

18日

19日

ω
う
が
い
を
励
行
す
る
こ

と呼
吸
器
の
入
口
で
あ
る
咽
顕
に

つ
い
て
い
る
ほ
と
り
や
、
パ
イ

キ
ン
を
洗
い
流
レ
、
ま
た
刺
戟

を
あ
た
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
抵

抗
力
を
高
め
ま
す
の
で
、
外
出

か
ら
帰
っ
た
と
ぎ
や
、
食
前
、

注
意
し
た
い
七

つ
の
こ
と
が
ら

国
民
健
康
保
険
の
診
療
件
数
を

夏
と
冬
で
比
較
レ
ま
す
と
別
図
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
主

う
に
冬
に
目
立
っ
て
多
く
な
る
同

気
は
呼
吸
器
系
の
疾
患
で
あ
り
、

夏
の
コ
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す

呼
吸
器
系
の
疾
患
と
は
一
般
に
感

胃、

気
管
支
炎
、
咽
頭
炎
、
伺
桃

膜
炎
な
ど
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す

が
そ
の
中
で
冬
に
最
も
多
く
か
か

り
ゃ
す
い
も
の
は
感
染
住
感
冒
で

す。
感
同
月
の
予
防
法

ω空
腹
を
避
け
る
こ
と

寒
い
時
に
腹
が
す
く
と
、
寒
さ

は
一
段
こ
身
に
レ
み
る
も
の
で

す
。
食
物
は
体
内
で
勲
章
と
な

っ
て
体
温
保
持
の
源
と
な
り
ま

ず
か
ら
適
当
に
補
充
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
平
素
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
十
分

に
と
っ
て
お
れ
ば

一
時
的
な
空

腹
は
問
題
で
な
く
な
り
ま
す
の

で
平
素
の
栄
養
、
と
く
に
脂
肪

ビ
タ
ミ
ン
類
を
十
分
確
保
し
て

お
く
乙
と
が
大
切
で
す

ω睡
眠
不
足
に
注
意
す
る

こ
と・

睡
眠
は
疲
労
同
腹
の
良
薬
で
す

睡
眠
を
よ
く
と
ら
な
い
と
、
か

ら
だ
全
体
が
不
調
と
な
り
、
抵

抗
力
が
弱
く
な
り
感
冒
に
か
か

り
ゃ
ず
く
な
る
の
で
す
。

ω
山
平
素
か
ら
皮
庸
の
鍛
錬

を
す
る
こ
と
。

毎
尚
、
乾
布
ま
さ
つ
や
日
光
浴

な
と
で
皮
庸
を
鍛
え
て
お
く
こ

ル
可
平
供
は
感
冒
に
な
り
や
す

い
か
ら
と
厚
着
を
さ
せ
る
よ
り

ム

実
施
対
議
直

乳
牛
六
カ
月
以
上
の
雌
牛

ム

実
施
方
法

ω
結
核
病
:
:
:
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
皮
内
注
射
に
よ
る
反

応
検
査

ブ
ル
セ
ラ
病
:
・
:
血
清
愈

速
凝
集
反
応

牛
乳
に
よ
る
リ
ン
グ
テ
ス

('a) 

レ
ン
ト
ゲ
ン
車

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

ト
法

ム

検

査
手
数
料

的
結
核
検
査
料

五
十
円

制
ブ
ル
セ
ラ
検
査
料
五
ナ
円

付
牛
の
健
康
証
胡
手
張
五
十
円

同
写
真
代

(両
面
}

五

十
円

{新
規
に
受
付
る
も
の
の
み
)

ム
其
の
他

検
査
当
日
は
つ
ぎ
の
曹
顕
在

必
ず
と
持
参
く
だ
さ
い
。

川町
健
康
証
明
手
帳

出版年鑑

初等教科書

心理学

電気工学ノ、 γ ドブック

断崖

日本現代文学全集

世界の旅

世界思想教養全集

ポスタ ーのデザイ ン

那須の櫨物

たのしいす写がこうさく

新着図書のお知らせ

傷ある翼

悪名を斬る

禁断

日本唱歌集

日本童論集

日本わらぺうた集

日本民謡集

輪唱曲集

世界民謡集

日本都市地図全集

実存主義

名

九電社宅

富ノ原

町当

宮小路
竹総町
大川田町

鬼橋

音t;
凡ヘ

黒丸

間

1.30-2.30 

3.00-4.00 

9.30-10.30 

11.00-12.00 

時

宮小路公民舘

黒丸総代宅前

実 施 場 所

竹松出張所

鬼橋公民舘

日

12月 7日

施実

古賀島10.00--11.00 古賀島クラ プ8日11 

竹松本町9.30-10. & 0 竹訟本町公民舘10日" 
宅

宅

住

佳

松

口

竹

原

口
宅
町

路
住
堺

小

口

場

下
路
口
津
馬

上
小
原
今
乾

上小路口公民舘 11.00-1l.30

l.00- 3.00 

9.30-12.00 

佐古ノ川

原口住宅公民舘

乾馬場公民舘

昭和通り

上 ・下杭出樟

1.30--3.00 

3.03-4.00 

上抗出津公民舘

11日

同
血
統
登
録
証
明
書
(
純
枠
)
目
劃
は
原
則
と
し
て
変
更
し

お
よ
び
系
種
の
登
録
登
記
証
一

ま
せ
ん
.

付
血
統
登
録
申
筒
、
霊
の
予

一

雨
お
よ
び
そ
の
他
の
理
由
に

欄
登
録
お
よ
び
横
登
記
申
間

一

よ

り
検
査
右
中
止
し
た
場
合

移
動
申
繭
等
を
同
時
に
実
施

一

は

改
め
て
日
時
各
通
知
し
ま

し
ま
ず
か
ら
骸
当
者
で
登
録
一

す。

申
繭
希
望
の
方
は
必
ず
印
鑑
一
A
検
査
期
日
お
よ
び
検
査
区
域
は

お
よ
び
手
数
料
を
持
容
し
て

主
配
別
衰
の
と
お
り
で
す
・

ぐ
だ
さ
い
。

川町な
お
低
受
胎
牛
の
検
量
も
同

時
に
行
い
ま
す
。

ム
日
時
お
よ
び
場
所

十一一
月
七
日
午
後
六
時
よ
り

大
村
商
工
会
副
例
講
堂

ム

講

師

京
都
能
率
協
会
常
郵

理
事

水
野
鉄
蔵
氏

ム
講
座
科
目
一一
職
場
に
お
げ
る

人
間
聞
係
「
従

業
員
の
育

τ方

と
扱
い
方
」

ム
受
購
料
受
診
企
業
協
館
曾

会
員
日
四
百
円

会
員
外
六
百
円

受
講
申
込
は
大
村
商
工
会
麟
所

へ
.

(商
工
水
産
一
号

中
小
企
業
経
営

講
座
を
開
催

長
崎
県
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ

ー
で
は
昭
和
三
十
七
年
度
中
小
企

業
診
断
強
調
月
間
の
行
事
と
レ
て

経
営
講
座
を
県
下
五
市
と
各
市
の

商
工
会
議
防
、
長
崎
県
覚
酪
企
業

協
踏
会
の
共
催
に
よ
り
つ
ぎ
の
要

領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

受
診
企
業
協
副
虫
大
村
支
部
の
会

員
の
万
は
全
員
怠
加
レ
て
く
だ
さ

ま
た
会
員
外
の
万
も
聴
購
で
き
ま

す
u

?ま
i ず
!会人

ji安
倍量
i実5
42ら

j局

223223好的問 !

iiiiiiziiiii??j 
ば 調 な入だ いの こ容 慣 は V 争智

鍔認さ暴露SS222E5i
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震り急雪ぶ選考左手匂う史仁う会客宅氏る時 レう
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